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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ディフューザ性能を向上させるためのフローア
ライメント装置を提供する。
【解決手段】軸流タービン用のタービンシュラウド５０
において、シュラウド５０は、それぞれがタービンケー
シング４８の内面に装着されるように構成される弓形形
状のシュラウドセグメントの環状配列であって、セグメ
ントがタービン内のタービンバケット２６の最終列のチ
ップ４２と位置合わせされる弓形シール表面５６を有す
る、シュラウドセグメントの環状配列と、シュラウドセ
グメントのそれぞれの内面上で最終列を通じたガス流の
方向における下流側に位置されるベーン６４であって、
ベーン６４が内面からタービンの軸へ向けて内側に延在
する、ベーン６４とを含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
軸流タービン（１６）用のタービンシュラウド（５０）において、
　それぞれがタービンケーシング（４８）の内面に装着されるように構成される弓形形状
のシュラウドセグメント（７２）の環状配列であって、前記セグメント（７２）が前記タ
ービン（１６）内のタービンバケット（２６）の最終列のチップレール（４２）と位置合
わせされる弓形シール表面（５６）を有する、シュラウドセグメント（７２）の環状配列
と、
　前記シュラウドセグメント（７２）のそれぞれの内面上で前記最終列を通じたガス流の
方向における前記チップレール（４２）の下流側に位置されるベーン（６４）であって、
前記ベーン（６４）が前記内面から前記タービン（１６）の軸（３０）へ向けて内側に延
在する、ベーン（６４）と、
　を備えるタービンシュラウド（５０）。
【請求項２】
前記各ベーン（６４）は、前記軸（３０）と平行に前記ベーン（６４）を貫いて延びるラ
インに対してある角度を成して配置され、前記角度が０～４０度の範囲にある請求項１記
載のタービンシュラウド（５０）。
【請求項３】
前記各ベーン（６４）の角度は、前記ベーン（６４）を通じたガス流の向きを前記タービ
ンバケット（２６）のそれぞれの空気力学的表面（３２）の後縁から抜け出るガスの流れ
方向へ向けて変えるように設定される請求項２記載のタービンシュラウド（５０）。
【請求項４】
前記ベーン（６４）が前記タービン（１６）の前記軸（３０）の周りに対称的に配置され
る請求項１記載のタービンシュラウド（５０）。
【請求項５】
前記ベーン（６４）は、数が前記最終列内の前記タービンブレード（２６）の数に等しい
少なくとも１つであって、一定の間隔で配置され、前記間隔が０．５度～５度の範囲内の
角度である請求項１記載のタービンシュラウド（５０）。
【請求項６】
前記ベーン（６４）はそれぞれ、前記最終列内のバケット（２６）の弦長の１／１０～２
／３の軸方向長さを有する請求項１記載のタービンシュラウド（５０）。
【請求項７】
前記ベーン（６４）は、前記シュラウドセグメント（７２）上のシール表面（５６）から
前記最終列内のバケット（２６）の上端との間の距離の１／４～２倍の範囲内の距離を隔
てて径方向内側に延在する請求項１記載のタービンシュラウド（５０）。
【請求項８】
前記ベーン（６４）がそれぞれ軸方向で直線状である請求項１記載のタービンシュラウド
（５０）。
【請求項９】
前記ベーン（６４）は、軸方向に延在する部分的なまたは完全な湾曲部分を含む請求項１
記載のタービンシュラウド（５０）。
【請求項１０】
軸流タービン（１６）において、
　前記タービン（１６）の最終段にあるタービンバケット（２６）の列と、
　前記タービンバケット（２６）の列の周囲に環を形成する環状シュラウド（５０）であ
って、前記シュラウド（５０）が、前記タービンバケット（２６）上のチップ（４２）の
径方向外側に環状シール表面（５６）を含むとともに、前記環状シール表面（５６）およ
び前記タービンバケット（２６）の列の下流側にベーン（６４）を含み、前記ベーン（６
４）が前記シール表面（５６）の径方向内側に延在する、環状シュラウド（５０）と、
　を備える軸流タービン（１６）。
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【請求項１１】
前記ベーン（６４）が排気ディフューザ（２０）への入口の上流側にある請求項１０記載
の軸流タービン（１６）。
【請求項１２】
前記各ベーン（６４）は、軸（３０）と平行に前記ベーン（６４）を貫いて延びるライン
に対してある角度を成して配置され、前記角度が０度～４０度の範囲にある請求項１０記
載の軸流タービン（１６）。
【請求項１３】
前記各ベーン（６４）の角度は、前記ベーン（６４）を通じたガス流の向きを前記タービ
ンバケット（２６）のそれぞれの空気力学的表面（３２）の後縁から抜け出るガスの流れ
方向へ向けて変えるように設定される請求項１２記載の軸流タービン（１６）。
【請求項１４】
前記ベーン（６４）は、前記バケット（２６）の列が回転する軸（３０）の周りに対称的
に配置される請求項１０記載の軸流タービン（１６）。
【請求項１５】
前記ベーン（６４）はそれぞれ、前記最終列内のバケット（２６）の弦長の１／１０～２
／３の軸方向長さを有する請求項１０記載の軸流タービン（１６）。
【請求項１６】
前記ベーン（６４）は、前記環状シール面（５６）から前記最終列内のバケット（２６）
の上端との間の距離の１／４～２倍の範囲内の距離を隔てて径方向内側に延在する請求項
１０記載の軸流タービン（１６）。
【請求項１７】
前記ベーン（６４）が前記環状シュラウド（５０）の周りに対称的に配置される請求項１
０記載の軸流タービン（１６）。
【請求項１８】
前記ベーン（６４）は、軸方向に延在する部分的なまたは完全な湾曲部分を含む請求項１
０記載の軸流タービン（１６）。
【請求項１９】
前記環状シュラウド（５０）がシュラウドセグメント（７２）の環状配列によって形成さ
れ、前記各セグメント（７２）が複数の前記ベーン（６４）を含む請求項１０記載の軸流
タービン（１６）。
【請求項２０】
前記シュラウドセグメント（７２）が前記タービン（１６）を収容するケーシング（４８
）の内側領域に装着される請求項１９記載の軸流タービン（１６）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスタービン用の軸流タービンに関し、特に、タービンの排気およびディフ
ューザへの移行に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガス流は、軸流タービンから出て排気ディフューザに入り、排気ディフューザは、ガス
を減速して、ガスの運動エネルギーを圧力へと変換するとともに、ガスによりタービン出
口に印加される静圧を、例えば、大気圧未満に低下させる。タービン出口またはディフュ
ーザ入口における静圧は、タービン出口における背圧としても知られる。
【０００３】
　タービンの効率は、部分的に、タービン出口における背圧に依存する。高効率のタービ
ンは、低効率のタービンが生み出すよりも多くの仕事を生み出す。背圧が低ければ低いほ
ど、タービンの効率が高くなる。高効率の排気ディフューザは、低効率の排気ディフュー
ザがもたらすよりも低い背圧をタービンの出口でもたらす。したがって、排気ディフュー
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ザの効率は、タービンの効率に影響を及ぼし、したがってタービンにより生み出される仕
事の量に影響を及ぼす。
【０００４】
　排気ディフューザの性能は、排気ディフューザを通じた流路の幾何学的形態だけによっ
て影響されるものではない。性能は、翼幅方向の流れ変化、例えばディフューザの軸方向
中心からディフューザの径方向外側の壁までに至る流れ変化によっても影響される。具体
的には、ガスの全圧の翼幅方向の分布およびディフューザ入口におけるガスの流れ角（渦
角）は、ディフューザ性能にかなりの影響を与える。全圧は、排ガスの静圧と、動圧、す
なわち運動エネルギーとの和である。排気ディフューザは、排ガスの運動エネルギーを変
換してガス圧を回収する。
【０００５】
　タービン排ガスは逆圧力勾配に抗して排気ディフューザを流通し、その場合、静圧は、
ディフューザ出口におけるよりもディフューザ入口における方が低い。また、排気ディフ
ューザの壁（ケーシング壁またはハブ壁など）付近を流れるガスも壁と移動ガスとの間の
摩擦に打ち勝たなければならない。ディフューザの壁付近のガス流には、逆圧力勾配およ
び壁摩擦に打ち勝つのに十分な運動エネルギーが存在しなければならない。
【０００６】
　ディフューザの壁付近の排ガスにおける全圧は、チップシュラウド閉鎖、チップ漏れ、
シュラウドからの低運動量流漏れ、および、ディフューザ界面キャビティに起因する壁付
近のかなりの流れ混合損失によって減少される場合がある。ケーシング壁付近の全圧が弱
くなり過ぎれば、壁付近の流れの境界層は、層の分離を回避するのに十分な運動エネルギ
ーを有さない。境界層は、壁摩擦によって影響される壁付近のガス層である。境界層にお
いて全圧が弱すぎると、境界層中のガス流は、壁から分離して、排気ディフューザにおい
て効率の悪さをもたらす。境界層分離は、運動エネルギーを圧力へ変換する際のディフュ
ーザの効率を低下させ、したがって、タービン出口またはディフューザ入口で背圧を高め
る。
【０００７】
　ディフューザの中間翼幅に対してディフューザケーシング壁付近の高い全圧を維持する
ことは、ケーシング壁付近に存在する混合損失に起因して難しい。タービンケーシングの
出口との間の界面キャビティからの低速漏れおよび、タービンの最終段を越えるチップ漏
れは、タービンから出る高速排ガスおよび排ガスにおける渦とはかなり異なる流れ方向を
有する。
【発明の概要】
【０００８】
　ディフューザの入口における境界層分離を抑制するために、タービンの最終段を取り囲
むタービンシュラウドに対してベーンが付加されてきた。ベーンは、バケットのチップと
シュラウドとの間で漏れる燃焼ガスの方向を変えるように方向付けられる。漏れガスは、
バケットの最終段の後縁から抜け出る燃焼ガスの流れ方向へ向けて変向される。漏れガス
の向きをタービンの最終段から抜け出る他のガスの方向へと変向させることにより、これ
らのガスの混合は、漏れガスが変向されなかった場合に生じるよりも少ない剪断および低
い全圧損失を有する。
【０００９】
　軸流タービン用のタービンシュラウドが想起されて本明細書中で開示され、シュラウド
は、それぞれがタービンケーシングの内面に装着されるように構成される弓形形状のシュ
ラウドセグメントの環状配列であって、セグメントがタービン内のタービンバケットの最
終列のチップと位置合わせされる弓形シール表面を有する、シュラウドセグメントの環状
配列と、シュラウドセグメントのそれぞれの内面上で最終列を通じたガス流の方向におけ
る下流側に位置されるベーンであって、ベーンが内面からタービンの軸へ向けて内側に延
在する、ベーンとを含む。
【００１０】
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　軸流タービンが想起されて本明細書中で開示され、軸流タービンは、タービンの最終段
にあるタービンバケットの列と、タービンバケットの列の周囲に環を形成する環状シュラ
ウドであって、シュラウドが、タービンバケット上のチップの径方向外側に環状シール表
面を含むとともに、環状シール表面およびタービンバケットの列の下流側にベーンを含み
、ベーンがシール表面の径方向内側に延在する、環状シュラウドとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ガスタービンの概略図である。
【図２】タービンバケットの後縁を示すガスタービンのタービンの最終段の一部の斜視図
である。
【図３】タービンバケットのチップ、および、ガイドベーンによりバケットを取り囲む環
状シュラウドの側面図である。
【図４】タービンシュラウドのセグメントの図であり、セグメントの内側を示す。
【図５】タービンシュラウドのセグメントの図であり、セグメントの斜視図を示す。
【図６】タービンシュラウドの他のセグメントを示し、セグメントの内側を示す。
【図７】タービンシュラウドの他のセグメントを示し、セグメントの斜視図を示す。
【図８】タービンシュラウドの他のセグメントを示し、セグメントの断面を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、圧縮機１２、燃焼器１４、および、タービン１６を含むガスタービン１０を示
す。圧縮機は、大気中の空気を取り込んで、回転する圧縮機ブレードおよび固定されたス
テータブレードの環状の列に空気を通すことによって空気圧を徐々に増大させる。燃焼器
内では、高圧燃焼ガスを生み出すために圧縮空気が燃料と混合されて燃焼される。燃焼ガ
スがタービンを通じて流れるにつれて、ガスは、環状の列を成して配置されるタービンバ
ケット（ブレード）を回転させる。タービンは、シャフト１８によって圧縮機に接続され
る。燃焼ガスは、バケットを回転させることにより、シャフトを回転させて、圧縮機を駆
動させるとともに、ガスタービンから有用な仕事を生み出す。
【００１３】
　排気ディフューザ２０がタービンから燃焼ガスを受ける。燃焼ガスは排気ディフューザ
内で減速する。これは、ガスの運動エネルギーが静圧の増大に変換するからである。燃焼
ガスは、ディフューザから、排熱回収ボイラ（ＨＲＳＧ）および抽出システム２２と、音
響サイレンサおよび排出量削減装置などの環境処理装置２４とを通じて流れる。排ガスの
静圧は、排ガスがディフューザから環境制御装置を通じて大気中へと流れるように大気圧
よりも大きくなければならない。
【００１４】
　図２は、タービン１６のセクションを例示しており、タービンの最終段における幾つか
のタービンバケット２６の下流側を示す。タービンバケットは、環状の配列を成して配置
されて、タービンホイール２８に装着される。バケットおよびホイールは、燃焼ガスがバ
ケットの湾曲した空気力学的表面３２上にわたって流れるにつれてガスタービンの軸３０
（図１）の周りで回転する。
【００１５】
　燃焼ガスは、バケット２６の最終段から渦を巻く動きを成して抜け出る。渦巻きは、タ
ービンバケットの回転３４と、タービンバケットのそれぞれの空気力学的表面３２の曲率
とによって与えられる。燃焼ガスは、特定の流れ方向３６に沿ってバケットの最終段から
抜け出る。方向は、ガスの渦に起因して螺旋状となり得る。流れ方向は、径方向成分と、
軸方向成分とを有する。この議論の目的のため、軸方向成分は、タービンの軸と平行なラ
イン４０に対する角度３８によって表わされる。燃焼ガスの流れ方向は、バケットの長さ
に沿って、例えば軸に対して径方向に沿って変化する場合がある。バケットの空気力学的
表面３２の径方向外側端部における流れ方向が本発明に最も関連する。
【００１６】
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　燃焼ガスのごく一部は、バケットのチップ４２を越えて流れる。ガスは、チップとこの
チップを取り囲む固定シュラウドとの間のシールにもかかわらず、チップを越えて流れる
。チップを越えて流れるガスは、一般にバケットの空気力学的表面３２から抜け出るガス
の流れ角とはかなり異なる軸方向角度４６を有する流れ方向４４に沿ってバケットから抜
け出る。チップを越えるガス流は、空気力学的表面から抜け出るガスの方向３６から４０
度よりも大きい角度を持ち得る方向４４を有する場合がある。
【００１７】
　流れ方向４４、３６の違いにより、ガス流は、バケットチップからのガスがブレードの
湾曲した空気力学的表面からのガスと混合するにつれて、剪断して、より高い混合損失を
もたらす。また、剪断および混合は、タービン出口と排気ディフューザへの入口との間の
環状隙間の間の空気流によっても引き起こされ得る。タービンとディフューザとの間の環
状隙間を通じた流れ、チップを越えて漏れる流れ、および、ブレードの空気力学的表面か
らの流れの間の剪断および混合は、タービンケーシングの表面付近で生じて、境界層で流
れの分離を更に引き起こし得る渦角および全圧損失をもたらす損失を生み出す。
【００１８】
　特にタービンと排気ディフューザとの間の移行部付近でのケーシング表面における流れ
の分離は、排気ディフューザ内での運動エネルギーから静的エネルギーへの変換効率を低
下させ得るとともに、タービンから抜け出る排ガスに望ましくない更に高い背圧をもたら
す。したがって、長きにわたり、排気ディフューザの効率を高めてタービンの出口で背圧
を減らしたいという切実な要望がある。
【００１９】
　図３は、タービンのケーシング４８およびタービンバケット２６の一部の側面図である
。環状シュラウド５０がケーシング４８の内周にあるフックに装着される。環状シュラウ
ドは、弓形形状セクションへとセグメント化されて、セクションがケーシングに装着され
るにつれて円状に配置されてもよい。環状シュラウド５０は、タービンバケットの列のチ
ップ４２の周囲で延在する。
【００２０】
　環状シュラウド５０は、環状の配列を成して配置されてタービンケーシング４８に装着
される弓形形状のシュラウドセグメント７２（図４および図５）から形成されてもよい。
シュラウドセグメントはそれぞれ、それらの外側面にスロット５１を含み得る。スロット
は、タービンケーシングから径方向内側に延在するフック５２を受ける。シュラウドセグ
メントは、それらが環状の配列を成して配置されるようにフックに装着される。或いは、
フックがシュラウドセグメントにあってもよく（図４および図５参照）、また、スロット
がタービンケーシングにあってもよい。
【００２１】
　シュラウドは、バケットのチップを越える高温燃焼ガス流５４を実質的に防止するため
にバケットのチップと共にシールを形成する。バケットのチップを越える流れは、高温燃
焼ガスをバケットの空気力学的表面３２上にわたって流してバケットの列を回転させるた
めに防止される。チップを越えて流れるガス５４は、バケットの列を回転させず、したが
って、有用な仕事を果たさない。
【００２２】
　シュラウドは、一般に、タービンの最終段において各バケットのチップレール４２と対
向する摩耗性の環状表面５６を含む。摩耗性の環状表面は、バケットのチップにより擦ら
れるときに擦り減るセラミックまたは他の材料であってもよい。チップレール４２および
摩耗性の環状表面５６は、バケットのチップを越える高温ガス流５４を実質的に防止する
シールを形成する。
【００２３】
　シールにもかかわらず、一部のガス５８がシールを通じてバケットの列の下流側に流れ
る。これらのガス流５８は、タービンケーシングの付近にあって、タービンの排気流路の
径方向最も外側の領域にある。ガス５８は、排気ディフューザ２０の内面６０に当て付い
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て流れるガスの状態を成す傾向がある。
【００２４】
　タービンから抜け出る燃焼ガス６２の大部分は、タービンバケットの空気力学的表面３
２上にわたっておよびバケット間で流れる。これらの燃焼ガス６２は、バケットのチップ
を越えて漏れてしまった燃焼ガス５８と混合する。
【００２５】
　発明者等は、ガス流５８、６２の無秩序な混合がディフューザ性能に悪影響を及ぼす全
圧および流れ角（渦角）をもたらすことを認識した。また、発明者等は、排気ディフュー
ザの表面６０付近の混合ガスの最適でない流れ角および全圧の損失が表面に隣接するガス
流の境界層の分離を引き起こし得ることも認識した。更に、発明者等は、流れ５８、６２
間のケーシング付近の混合損失が２つの流れの相殺する流れ角に少なくとも部分的に起因
することを認識した。
【００２６】
　流れ５８、６２のより良いアライメントおよび混合の向上を促すために、ベーン６４が
シュラウド５０に付加される。ベーンは、バケットのチップと摩耗性シール５６との間で
漏れる流れ５８の方向を変える。流れ５８は、バケットの空気力学的表面３２から抜け出
るガスの流れ角に近い軸に対する流れ角を有するように向きが変えられる。
【００２７】
　ベーン６４は、タービンの最終段のバケットのチップレールの直ぐ下流側で環状の配列
を成す。ベーン６４は、タービンの軸を中心とする環状の配列を形成するために、シュラ
ウドの周囲にわたって例えば１度、２度、または、５度の弧度を隔てて対称的に配置され
てもよい。
【００２８】
　ベーンはそれぞれ、バケットの後縁６８と径方向で一直線に合わされる前縁６６を有し
てもよい。或いは、ベーンの前縁６６は、例えばバケットの幅（ｗ）の２パーセント（２
％）～１５パーセント（１５％）だけバケットの後縁の上流側で延在してもよく、この場
合、幅は、バケットの径方向外端の弦長と同じである。前縁６６とベーンの下流側端部７
０との間のベーンの幅は、バケットの幅と比べて相対的に短くてもよい。例えば、ベーン
の幅は、最終段バケットにおけるバケットの弦長の１／１０～２／３であってもよい。
【００２９】
　径方向に沿うベーンの高さ（ｈ）は、ベーンがバケットのチップを越えて漏れるガス流
中へと突出する、随意的にはガス流を完全に貫いて突出するのに十分である。ベーンの高
さ（ｈ）は、摩耗性シール５６の径方向内側面とベーンの下縁の径方向最も内側の部分と
の間の距離である。高さ（ｈ）は、バケットの上端（チップ４２を含まない）と摩耗性シ
ールの内面との間の最狭隙間６５の１／４～２倍の範囲であってもよい。
【００３０】
　ベーンは、バケットチップを越えて漏れるガスの方向を、バケットの空気力学的表面か
ら抜け出るガスの流れ角と同じまたは同様の流れ角へと変える。ベーンにより形成される
角度は、バケットのチップを越えて流れるガスの向きを、バケットの空気力学的表面から
抜け出るガスの流れ角の１０度或いは１５、２０または３５度内である角度へと変えても
よい。ガス流の向きを変えると、バケットチップを越えて漏れるガスがタービンバケット
の空気力学的表面からのガスと混合する際に生じる全圧損失が減少する。また、ケーシン
グ壁付近のガスの互いに混合された後の流れ角は、バケットチップを越えて漏れるガスの
流れであるよりも軸方向に近い。ガスの全圧および流れ角の向上は、排気ディフューザへ
の入口付近で境界層が分離するリスクを減らし、それにより、排気ディフューザの効率を
高めて、タービンの排気時の背圧を減少させる。
【００３１】
　ベーンは、タービンの最終段における環状シュラウドの延在部上にあってもよい。従来
の環状シュラウドは、タービンバケットの基部の軸方向長さとほぼ同様の軸方向長さを有
する。ベーンを受け入れるために、延在部は、シュラウドの軸方向端部に形成され、例え
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ば単一品から一体に形成される。延在部は、シュラウド上の摩耗性表面の径方向位置とほ
ぼ同じ径方向位置にある環状内壁を有する。
【００３２】
　ベーンは、延在部の内面から径方向内側に延在する。ベーンは、ベーンを伴うシュラウ
ドが一体部品であるようにシュラウドの残りの部分と一体に形成されてもよい。例えば、
シュラウドは、セラミックまたは金属の組成体を成形することによって弓形形状断面に形
成されてもよい。
【００３３】
　図４および図５は、セグメントの内側を示す（図４）およびセグメントを斜視図で示す
（図５）タービンシュラウドのセグメント７２の図である。シュラウドセグメントは周方
向７４で弓形形状を有する。一連のシュラウドセグメント７２は、タービンバケットの列
のチップの周りに環状ハウジングを形成するために、環状配列を成して配置されてタービ
ンケーシングに装着される。シュラウドセグメント７２は、環状ハウジングを形成するよ
うに端部７６同士を接続して配置される。シュラウドセグメントの径方向外側の領域は、
セグメントをタービン内に装着するためにタービンケーシングのスロットと係合するフッ
ク７３を含む。
【００３４】
　各シュラウドセグメントは、摩耗性シール５６（図３）を受けて支持するシール支持面
７７を含む。シュラウドセグメントの幾つかの実施形態において、シール支持面７７はそ
れ自体が摩耗性シールであってもよい。シュラウドセグメントは環状の配列を成して配置
されるが、シール支持面７７は、タービンバケットのチップ付近でこれらのチップと位置
合わせされる環状面を形成する。摩耗性シール５６は、シール支持面とバケットのチップ
との間にある。シール支持面７７がタービンの軸と平行であってもよい。
【００３５】
　シール表面５６の軸方向前方には、ノズル（図示せず）のための装着部７８がある。ノ
ズル（ベーンとも称される）は、固定されており、バケット２６（図２）の列の直ぐ上流
側に環状配列を形成する。ノズルは、タービンを通じて流れる高温燃焼ガスの経路中にあ
る。ノズルは、燃焼ガスをバケット２６の最終列へと方向付ける。
【００３６】
　シュラウドセグメント７２上のベーン６４は、燃焼ガス流の方向でシール表面５６の直
ぐ下流側にある。ベーン６４は、シュラウドセグメントの残りの部分の軸方向下流側にあ
る延在部８０に含まれてもよい。延在部８０は、ベーンと、摩耗性シール５６（図３）の
内面と軸方向で一直線に合わされる表面８２を有する環状領域とを含んでもよい。或いは
、表面８２は、径方向内側または外側に先細ってもよい。表面８２は、ベーンの後縁７０
に軸方向端部８４を有する。表面端部８４およびベーンの後縁は、向い合うとともに、タ
ービンの端部と排気ディフューザ（図３）の入口端２０との間の移行部に隣接する。
【００３７】
　図４および図５に示されるベーン６４は、軸方向に直線状であり、タービンの軸と平行
であるライン４０に対して平行である。ベーンは、チップと摩耗性シールとの間で漏れる
燃焼ガス流の向きをライン４０に沿う軸方向へと変える。
【００３８】
　ベーンとタービンの軸に対して平行なラインとの間の角度は、シュラウドセグメントの
設計中に選択されてもよい。この角度は、バケットのチップと摩耗性シールとの間で漏れ
るガス流の向きをバケットの空気力学的表面から抜け出るガス流の方向へと変えるように
選択されてもよい。例えば図４および図５に示されるベーン６４のように角度が０度であ
ってもよい。また、角度は、軸に対して時計回り方向でまたは反時計回り方向で０～５度
、１０度、１５度、２０度またはそれ以上の範囲のいずれかであってもよい。
【００３９】
　また、ベーンは、図４および図５では、径方向内側に延在するように示される。ベーン
の径方向内側縁下面は、図４および図５に示されるように径方向ラインに沿って延在し、
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ガスを径方向に向かせないようになっている。バケットのチップを越えて漏れるガスの向
きを変える要望があれば、ベーンは、ガスの向きを径方向内側に変えさせてこのガスとバ
ケットの空気力学的表面から抜け出るガスとの急速な混合を促すべく径方向に角度付けら
れてもよい。
【００４０】
　図６、７、８は、図４および図５に示されるシュラウドセグメント７２と殆ど類似する
タービンシュラウドの他のセグメント８６を示す。シュラウドセグメント間の相違点は、
ベーン８８が軸方向に沿って湾曲される点である。図６に最も良く示されるように、ベー
ン８８は、ベーンの上流側部分に湾曲セグメント９０を有するとともに、下流側部分に直
線セグメント９２を有する。ベーンの湾曲は、バケットのチップを越えて漏れるガスの変
向を促す。ベーンのセグメントと軸とにより形成される角度および湾曲の大きさおよび広
がりは、設計選択の事柄であり、バケットの空気力学的表面から抜け出るガスの流れの方
へとガスの向きを変えるように選択されてもよい。
【００４１】
　最も実用的で好ましい実施形態であると現在見なされるものに関連して発明を説明して
きたが、本発明は、開示された実施形態に限定されず、それどころか、添付の特許請求の
範囲および思想の中に含まれる様々な変更および等価な構成を網羅するようになっている
ことが理解されるべきである。
【符号の説明】
【００４２】
　１０　ガスタービン
　１２　圧縮機１２
　１４　燃焼器
　１６　タービン
　１８　シャフト
　２０　ディフューザ
　２２　排熱回収ボイラ（ＨＲＳＧ）
　２４　環境処理装置
　２６　タービンバケット
　２８　タービンホイール
　３０　タービン軸
　３２　バケットの空気力学的表面
　３４　タービン回転
　３６　ブレードからの排ガス流方向
　３８　流れ方向の角度
　４０　タービン軸と平行なライン
　４２　バケットのチップ
　４４　チップを越えて流れる流れ方向
　４６　チップ流の流れ角
　４８　タービンケーシング
　５０　シュラウド
　５１　シュラウドセグメントのスロット
　５２　タービンケーシングのフック
　５４　チップを越える流れ
　５６　摩耗性表面
　５８　バケットの下流側でシールを通じて流れるガス
　６０　排気ディフューザの内面
　６２　バケットの空気力学的表面からの流れ
　６４　ベーン
　６５　バケットの端部とシールとの間の隙間
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　６６　ベーンの前縁
　６８　バケットの後縁
　７０　ベーンの後縁
　７２　図４および図５のシュラウドセグメント
　７３　フック
　７４　周方向
　７６　セグメントの端部
　７７　シール支持面
　７８　ベーンの装着部／接続部
　８０　セグメントの延在部
　８２　セグメントの内面
　８４　延在部の端部
　８６　図６－図８のシュラウドセグメント
　８８　ベーン
　９０　ベーンの湾曲部分
　９２　ベーンの直線部分

【図１】 【図２】



(11) JP 2017-141815 A 2017.8.17

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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